
 

 

 平成 20 年 9 月 9 日基発第 0909001 号『多店舗展開する小売業，飲食業等の店舗

における管理監督者の範囲の適正化について』は，「職務内容，責任と権限」につい

ての判断要素に関し，以下のように述べています。 

 店舗に所属する労働者に係る採用，解雇，人事考課及び労働時間の管理は，店舗

における労務管理に関する重要な職務であることから，これらの「職務内容，責任

と権限」については，次のように判断されるものであること。 

(1) 採用 

 店舗に所属するアルバイト・パート等の採用（人選のみを行う場合も含む。）に関

する責任と権限が実質的にない場合には，管理監督者性を否定する重要な要素とな

る。 

(2) 解雇 

 店舗に所属するアルバイト・パート等の解雇に関する事項が職務内容に含まれて

おらず，実質的にもこれに関与しない場合には，管理監督者性を否定する重要な要

素となる。 

(3) 人事考課 

 人事考課（昇給，昇格，賞与等を決定するため労働者の業務遂行能力，業務成績

等を評価することをいう。以下同じ。）の制度がある企業において，その対象となっ

ている部下の人事考課に関する事項が職務内容に含まれておらず，実質的にもこれ

に関与しない場合には，管理監督者性を否定する重要な要素となる。 

(4) 労働時間の管理 

 店舗における勤務割表の作成又は所定時間外労働の命令を行う責任と権限が実

質的にない場合には，管理監督者性を否定する重要な要素となる。 
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業，飲食業等の店舗における管理監督者の範囲の適正化について』

は，「職務内容，責任と権限」についての判断要素に関し，どのように

述べていますか。 



 

弁護士法人四谷麹町法律事務所 

代表弁護士 藤田 進太郎 


